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５章 大学教育におけるボランティア体験学習のもつ可能性 
－「グローバルボランティア」実践報告－ 
 
佐々木 綾子 
SASAKI Ayako 
 
村の人達は今の生活を好み、楽しんでいて、誇りに思っていました。村の 1 人の人の「私
たちは自分たちの生活に誇りを持っています。たったいま、電気が止まっても、ガスが止
まっても、私たちは自然と共に共存して生きていけます。」という言葉は忘れません。変化
を起こし便利な生活を強要することが必ずしも彼らの幸せではないという事を学びました。 
（2016 年度タイ/国際教養学部 1 年） 
 
今後の課題としては、自分が他者と関わる中で自分は何ができるのかを考えることだ。自
分の中の引き出しが増えればボランティアをする幅がもっと広くなる、ということをとて
も実感したので、これから生きていく中で自分が他の人に貢献できることを少しずつ模索
してゆきたいと思う。              （2016 年度スリランカ/文学部 1 年） 
 
ボランティアとは、学習手段の 1 つである。一見誰かの役に立つこと（第 1 の社会貢献）
に焦点が当てられがちだが、メリットはそれだけではない。活動を通して高められた知識
や技能、深められた思考は自分の大きな糧になる。また、それを自分の学習や進路に生か
すことで新たな社会貢献（第 2 の社会貢献）につながる。 
（2016 年度アメリカ/教育学部 2 年） 
 
 千葉大学では、全学部全学年の学生を対象とした教養教育科目として、「グローバルボラ
ンティア」を 2013 年度から開講している。当科目は、文部科学省の補助金事業の一環と
して開設された科目であり、「グローバル人材を育成する」という目的をもっているが、千
葉大学のカリキュラムのなかでは教養教育科目として位置づけられている。2013 年度から
2016 年度までの 4 年間において、「リピーター受講者」も数名いるものの 120 名以上の学
生が本科目のもと、国内外のボランティア活動に参加してきた。 
また、当学では全学を対象とした教養教育を「普遍教育」と名付けている。そして、①
国際化、高度情報化した現代社会に積極的に参画できる人材の育成を目ざして、「幅広い視
野の醸成」「批判的精神の涵養」「豊かな教養に裏打ちされた全人的な人間性の陶冶」とい
う普遍的資質を養うこと、②広い視野から学問に対する興味・関心を喚起し、その関心の
深化と拡大を通して、学生個々が選択した専門分野の学問的・社会的位置付けを理解する
能力を養うことを教育目標として掲げている。具体的には、外国語や情報・スポーツの科
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目と論理、生命、文化、環境、国際、地域という 6 つの「教養コア」科目群、さらに「キ
ャリアを育てる」「千葉大学の環境をつくる」「自然科学を学ぶ」「ジェンダーを考える」「コ
ミュニケーションリテラシー能力を高める」といった学習の目的やテーマによるグループ
化を行いながら「教養展開」科目を開設している。 
 「グローバルボランティア」は、このうち「キャリアを育てる」に分類されており、グ
ローバルな状況下において様々な人々と交流しともに活動することを通して、①課題発見
力、コミュニケーション力、実践力を高める、②日本文化及び異文化に関する洞察力を育
てる、③グローバルな視点から現実社会の理解を深めることを授業のねらいとしている。
学生は、事前学習においてグローバル人材とは何か、「日本」や「文化」とは何か、ボラン
ティアとは何か、なぜボランティアかといったことを文献や学生同士の議論を通して批判
的に捉えなおし、自らの活動目標を定めた上で活動（原則、50 時間程度）に挑む。事後学
習では活動を通して感じたこと、学んだこと、自分の変化を振り返り、体験を意味づけ言
語化する。こうした一連のプロセスを通して、学生は自分に足りない部分や「なりたい自
分」を見出す一方、自分が「当たり前」としてきた社会規範や価値観を批判的に捉えなお
したり、個人の体験がどう社会課題とつながるのか、それらに取り組むためにはどのよう
な知識や技術、考え方が必要なのかを見出したりしながら「学ぶ」意欲へとつなげていく。 
 学生に対する教育効果を狙いとした体験学習が大学教育に導入された背景には、世界的
に広まった OECD の DeSoCo（Definition and Selection of Competencies: Theoretical & 
Conceptual Foundations）プロジェクトによる「キー・コンピテンシー」や近年の文部科
学省による政策の誘導があると言われている（和栗 2016: 65-67）。一方、日下らは、経済
状況が不安定化し、子どもや若者の貧困化が進み格差が拡大している現在社会にも拘わら
ず多くの学生や若者がボランティア活動に携わるようになった背景には、参加者の居場所
探し、新たな経験の獲得、好奇心など「自分のため」という志向性があることを指摘し、
彼らは自分に自信を持てるような経験や仲間からの承認を得られる機会を求めているので
はないかと述べる（日下・西尾・山口 2015: 3）。そして「ボランティア」が支配的なシス
テムによる動員に取り込まれている、自己完結的な仲間作りに終始している、といった批
判 1に対し、学生や若者のボランティア活動は、自己実現欲求に基づく親密な共同性を生
み出すと同時に、社会変革の基盤となる公共的役割を果たしうると主張する。 
本稿では、日下らの議論を踏まえつつ、政策誘導による「ボランティア活動の教育化」
と「（グローバル）人材育成策としてのボランティア体験学習」を体現する科目でもある「グ
ローバルボランティア」において、実際に学生はどのように体験を意味づけ、そこから何
を学んでいるのか、その「学び」の機会を提供することが「自己実現」や「自分探し」「居
場所探し」を越えグローバルな公共的役割を担う人材の育成とつながる可能性を持ち得て
いるのか、事前・事後学習の様子を含め、数名の事例を挙げつつ報告したい。 
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図表 5-1 2016年度「グローバルボランティア」プログラム一覧 
注：学生が自ら見つけてきた活動についても、所定の条件を満たし且つ派遣先団体との覚書締結が可能な
場合には、単位認定している。2016 年度は海外で 1 件、国内で 1 件を「独自プログラム」として単位認
定した。 
 
 
主な派遣先 期  間 内   容 
海 
 
 
外 
国際教育交換協議会 
（CIEE） 
米国 8 月～9 月 
または 
2 月～3 月 
教師アシスタント、高齢者福祉、国際支援オフィスでの
事務補助等 
カナダ 環境保護、動物保護、地域サポート 
オセアニア 環境保護、幼稚園での活動 
特定非営利活動法人
ICYE ジャパン  
ﾍﾞﾄﾅﾑ､ｲﾝﾄﾞ､ｺｽﾀﾘｶ
を中心に 
23 ヵ国 
8 月～9 月 
または 
2 月～3 月 
・行き先、活動内容、日程は自由に組み合わせ可 
・各国から集まるボランティアと一緒に活動（例：子ど
もとの活動、障がい者・高齢者福祉、教育活動等） 
特定非営利活動法人
NICE  
タイ他 
100 ヵ国 
8 月～9 月 
または 
2 月～3 月 
・ワーキングキャンプ形式のボランティア活動 
・各国から集まるボランティアと一緒に活動（例：貧困
地域児童支援、養護施設支援等） 
日本太平洋資料ﾈｯﾄﾜｰｸ 
JPRN  
米国 
サンフランシスコ 
8 月～9 月 
貧困地域での食糧配給、NPO ファンドレイジング、植樹
活動、イベントサポート等 
特定非営利活動法人
good!  
スリランカ 
8月～9月また
は 2 月～3 月 
井戸掘り、道路作り等のインフラ整備 
Development Action 
for Women Network 
フィリピン 2 月～3 月 
日比国際児（JFC）との活動 
＊国内「JFC 劇団あけぼのプロジェクト」と連動 
国 
 
内 
JFC 劇団あけぼのプロジェクト １０月～5 月 日比国際児(JFC)による劇団の招聘、社会啓発活動 
我孫子市国際交流協会 
８月以降 国際交流イベントの運営サポート 
８月以降 国際野外美術展運営サポート 
成田国際空港 8 月～9 月末 国内外からの空港利用者に対する案内サポート等 
フェアトレードちば 1１月～５月 フェアトレードイベントの企画・運営、広報など 
NICE  
8月～9月また
は 2 月～3 月 
児童館での活動（福島）、山里管理等のワークキャンプ、
エコハウスゲート改修、水質調査など 
ICYE ジャパン  ７月～9 月 
日本でボランティア活動を行うために来日する外国人の
サポート。 
ヒューマンライツ・ナウ 8 月以降 主に難民に関するイベント企画・運営、啓発活動 
多文化フリースクールちば 8 月～10 月 外国にルーツを持つ子供たちの学習支援 
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1 プログラムの種類と参加学生 
 
実のところ、「グローバルボランティア」を開講した 2013 年度の 5 月に筆者が着任した
際は派遣先が全く決まっていなかったのだが、2017 年現在では国内外併せて 20 程度のプ
ロジェクトを派遣先として科目運営を行うことができるようになった（図表 1）。プロジェ
クト先を開発し、プログラム内容を決定するに当たり、専門知識や高度な外国語の運用能
力が必要なもの、年齢や性別に条件があるものはなるべく避け、ボランティア初心者の学
生でも「やってみよう」と思えるプロジェクトを採用するようにした。また、なるべく多
様なプロジェクトを提供できるよう努め、学生が与えられることを期待せず、複数の選択
肢のなかから自らの興味関心に合ったものを「選び取って行う」という気持ちを持てるよ
うな環境を整えてきた。 
 過去 4 年間の履修学生をみてみると、理系文系問わず履修しているが（図表 1）、学年や
性別でみると、1-2 年生で全体の 8 割（図表 2）、学年を問わず女性比率が高くなっている
（図表 3）。 
 
図表 2 所属学部別履修生の割合（2013 年-2016 年度）          （N=123） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：国際教養学部は 2016 年度の新設学部のため当該年度、1 年生のみの人数。 
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図表 3 学年別履修生の割合(2013-16)  図表 4 学年別にみた男女比(2013-16) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 誰のための「ボランティア」か 
 
2. 1 事前学習 
 当該科目を履修するにあたっては、事前学習の受講を必須としている。2017 年度からは
1 単位科目として事前学習用の別科目をたてたが、2016 年度まではガイダンスや説明会を
除き、6 コマ分相当の事前学習を学生と教員のスケジュールを合わせつつ複数回実施して
きた。 
 事前学習では、①参加目的を明確にする、②現在の自分を客観的に分析する、③「ボラ
ンティア観」を再検討することを主な学習目標とした。特に、プログラムの参加動機とし
て「普通の留学より安いから」「英語がペラペラになりたいから」「『途上国』を実際に見て
みたいから」などが時としてあがることもあるため、受け入れ団体や相手（対象）はあな
たに何を望んでいると思うか、あなたに何を期待していると思うかを問い、「ボランティア
活動」を手段として自らの希望や好奇心を満たしたり、「自己成長」の材料としたりするこ
とについて、相手の立場からも考えてもらうようにしている。 
 一方で、「ボランティア」という用語がまとう「自己犠牲」「人助け」「無償の善行」のよ
うな「崇高な」イメージや、「支援者⇔被支援者」のような二項対立的な考え方についても
批判的に検討していく。例えば、ボランティアについて多様な側面から考えるために、「い
つ、どこで、誰が、どのようにして（なぜ）、何のために」といった点からボランティアを
考え、そこから導き出される「（仮）定義」を今度は自分の実施する活動に当てはめること
ができるかを議論するグループディスカッションを 2014 年度から実施している。複数の
グループによってそれぞれに作成された（仮）定義に対して投票を行い、その年度の「グ
1年生 
46% 
2年生 
34% 
3年生 
15% 
4年生 
5% 
(N=123) 
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ローバルボランティア」のプログラムに共通する(仮)定義を決め、学生個々人が現場に出
て、その（仮）定義を検証するつもりで活動に挑む。図表 5 は、各年度で最終案となった
（仮）定義である。 
 
図表 5 ボランティアの（仮）定義 
2014 ボランティアとは、①誰もが求められているときに自然な感情からするもの 
②自分が支援してあげたいことと、相手が求めていることがマッチして、何で
もなかったところに幸せを生むこと である。 
2015 ボランティアとは、志ある誰もが自分のできる範囲で行えるものであり、人と
人とをつなぎ、環境をより良いものにするきっかけである。 
2016 ボランティアとは、助けを必要としている対象に、自発的に自分のできる範囲
で支援をすることで、相手も自分も、より happy になるものである。 
注：2016 年度は、僅差で「ボランティアとは、幸せを“生み出し・繋げ・広げる”バトンである」とい
う仮定義もあった。 
 
 この「（仮）定義づくり」を通して、学生は「自分のため」に受講した「グローバルボラ
ンティア」を、いかに「相手のため」「社会のため」にもなるようにするのかについて当事
者性をもって考えるようになる。一方で、「誰かのため」が「自分のため」だけに終わらな
いようにしようと責任感を持ち始める学生もいる。出発直前には、理論や思考に雁字搦め
になり過ぎないよう、「現場では理屈で考えず、五感を使い、状況をよくみて行動し、感じ、
楽しむ」ようにと送り出すことで、「ボランティア」に関してそれぞれの学生がもっている
既成概念、再構築した概念を複数回にわたって揺さぶり、再再検討や新たな発見を促すこ
とも行っている。 
 
3  活動の振り返りと体験の意味づけ 
 
「グローバルボランティア」には多様なプログラムがあり、担当教員はひとつのプログ
ラムに集中して指導したり、学生を引率したりすることはしていない。学生の活動時は連
携するプログラム提供団体（派遣先団体）に学生の監督・指導を一任し、活動途中ならび
に活動後に適宜報告をもらうようにしている。また、学生には「日誌」を配布しており、
その日の活動内容、印象に残った人、言葉、感情の揺らぎなどについて率直に記載しても
らっている。日誌の提出は求めず、自分があとから体験を振り返るときのために自由に使
用するように指導している。 
事後学習では、それぞれのプログラムに参加した学生が一堂に会し、自らの経験を振り
返って語り、他人の経験を聴き、お互いの「ボランティア体験」から見える共通点と相違
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点を見出す作業を実施している。特に 2016 年度の事後学習では、事前学習時に自分たち
で作成した「ボランティアの（仮）定義」を書き換える作業をグループごとに実施したあ
と、全体で議論を深めた。 
全体での議論を深めるなかで、重要な「気づき」が 3 点挙げられた。まず 1 点目は、「ボ
ランティアの対象は必ずしも『助け』を必要としていない」という実感に拠るものである。
事前学習において「支援者⇔被支援者」「私たち⇔あなたたち」という二項対立的な捉え方
を批判的に検討する機会は設けるものの、やはり活動前は「してあげる」という思考や「支
援する私たち」という視点から抜け出すことが難しい学生もいる。特に「途上国」での活
動の場合などは、役に立ちたい、何かしたいという思いが強い学生ほど、肩透かしをくら
ったり、無力感に襲われたりしてしまう。そして、自分が「助け」だと思い描いていたこ
とと現場のニーズとのズレに気がつき、自分たちが「ボランティア」としてできる役割を
再度考え直す必要性に迫られ、モヤモヤする。しかし、ボランティア活動とは協働作業で
あると気が付き、「あなた」があって「私」がいるのだということ、場に応じた自分の役割
や存在意義があるのだと感じることができるようになる。 
2 つ目の重要な気づきは、「自分のできる範囲が活動中にどんどん拡がっていく」という
点である。自発的に自分のできる範囲でやることがボランティアであるとの考えは残りつ
つも、経験し活動を続けることによって「自分のできる範囲」が拡がっていくことを実感
するようになる。そして、この「できる範囲」をさらに拡げていくために、自分に足りて
いない知識やスキルを認識し補っていく必要性、これまで自分がもっていなかった視点や
考え方を取り入れていく重要性を認識するようになる。これは、更なる「学び」につなが
る重要な気づきである。 
そして 3 つ目の気づきは、ボランティア活動自体は「相手が happy になる」という成果
を伴うものとは限らず、「happy になることを目指す」というプロセスを共有するもので
はないか、ということである。「グローバルボランティア」という授業科目は、事前・事後
学習に参加し、活動し、成果報告をすると 2 単位修得が可能で「秀」や「優」などの成績
がつく。しかし、自分たちはその場で実施されてきた、あるいは今後実施されるであろう
活動の一部に関わったのであって、その場の現実世界は単位修得とともになくなるわけで
はないし、happy に特定の形はなく完了形もない。井戸や道路ができたり、海亀の卵が保
護されたり、イベントが終了したり、子どものお世話期間がおわっても、そこにある人々
の生活や生活環境そのものに終わりはない。惜しくも学生の間では採用には至らなかった
が、2016 年度の事前学習であるグループから出された仮定義「ボランティアとは、幸せを
“生み出し・繋げ・広げる”バトンである」に表されるように、ボランティアとは、幸せ
を生み出しながら、様々な人々をつなげ、生み出された幸せがそれらの人々によって拡が
り、より良い世界へとつなげていく行為なのだという理解が受講者間で共有できたことは
大きな成果であった。 
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4  自己実現欲求がグローバルな公共的役割へとつながる可能性 
 
 過去 4 年間で、グローバルボランティアには延べ 123 名の学生が参加し、何らかのボラ
ンティア活動を行った。本報告の最後に、自己実現欲求で参加した学生たちがグローバル
な公共的役割を担う人材へといかに育ち得るのかに関連し、数名の事例を「途中経過」と
して報告したい。 
 法政経学部の A さんは、1 年生の時にスリランカの村で井戸を掘る活動を実施した。エ
ントリーシートに「中東でオリンピックを開くことが僕の夢です」と書いてきた彼の本当
の参加の動機は「なんとなく途上国に行ってみたかったし、井戸が掘ってみたかった」か
ら。しかし、スリランカの村でテレビもスマホもない、毎食がカレーの生活を 2 週間した
後、「本当の豊かさとはなにか」と考えるようになる。その後も国内外に拘わらず多数のワ
ークキャンプに参加するようになり、3 年生の現在では、500 名規模の学生が集まる「学
生ボランティアと支援者が集う全国研究交流集会」の実行委員を務め、ワークキャンプが
持つ可能性、ワークキャンプを通して広がる無限の世界、その経験や「つながり」が自分
をどれだけ成長させてくれるのかについて、一人でも多くの学生に伝えようと活動を続け
ている。 
 園芸学部の T さんも、1 年生の時にスリランカの村で井戸を掘る活動に参加した。「これ
まで参加してきたのは、義務としてさせられるボランティア活動ばかり」だった T さんは、
「たとえ嫌々したとしても、結局は他人の役にたつなら、それもボランティアなのではな
いか」と思いつつも、「積極性が求められるボランティアとは誰のためのものなのか確かめ
たい」という気持ちから「グローバルボランティア」に参加する。「私の性格は決して社交
的とは言えません」と自ら述べていた彼女は、活動を通して殻を破く。スリランカを皮切
りに国内外でワークキャンプ形式のボランティアプログラムに「積極的に」参加し続け、
現在では、園芸学部で「グローバルボランティア」に参加した学生を集めたボランティア
サークル活動の中心人物となっている。 
「飛行機が好きだから」参加した成田国際空港での活動後、3 年生で単身ボリビアにわ
たった文学部のⅠさんは、世界遺産として登録されている街の人々に対し、そのことにも
っと誇りをもってほしい、交通面や街の美化などの面において観光客向けにしてもっと「世
界遺産」をアピールし、経済発展につなげると良いのではないか、と現地の人々に提案す
る。しかし、一緒に活動をした現地の大学生に「開発・発展する必要、豊かになる必要は
ない」「自分たちはこのままでよい」とあっさり言われてしまう。エンジンがむき出しの古
いバスが走り、路上も中央市場も衛生状態がよくないなか、I さんは考えた末、現地の人
が「必要ない」と言ったとしても、それでもより健康に安全に暮らしていくことのできる
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街づくりは必要なのではないかと感じるようになり、卒業後は行政の立場から、人々に寄
り添いつつ日常生活の向上に貢献したいと、現在は試験の勉強に励んでいる。 
「医者になる前に多様な社会を経験したい」とアメリカのサンフランシスコでの活動に
参加した医学部の I さんは、誰でも実施できるボランティアとともに、その分野に精通す
る人でなければ実施できないボランティア活動もあることを知り、「グローバルなプロジェ
クトを達成しようとする際には双方のタイプのボランティアが必要」ということに気がつ
く。I さんは、「医療」とは直接的な関係をもたないボランティア活動体験が、医師になる
ための専門教育へのやる気を後押しした例であるが、一方、思いもよらなかった方向へと
進路を変えた学生もいる。教育学部の F さんは 3 年次にフィンランドのフォルケホイスコ
ーレでの活動に参加後、そこでのアフガニスタン難民との出会いに突き動かされ、4 年生
ながら休学して 1 年間のボランティア留学を決めた。英語だけでなくフィンランド語やペ
ルシャ語を学びつつ活動を続け、将来は難民支援やアフガニスタンにかかわる仕事に就き
たいと考えている。 
もちろん、これらの学生は、参加する前から主体的で社交的で柔軟な思考が可能な学生
だったといえるかもしれない。上記には挙げていないものの、もともとボランティア経験
が豊富だったり、「学校の勉強」だけでなく様々な課外活動に真面目に取り組んだりしてき
たタイプの履修学生も実際には多くいる。他方、残念ながら自らの好奇心、自己欲求の実
現を満たすのみで「やりっぱなし」となり、フェイドアウトしてしまった学生もいる。た
だ、多くの学生に共通して言えるのは、「ボランティア」を通して（正確には、活動そのも
のだけではなく、事前・事後学習を通して「ボランティア」について一緒に考えた仲間や
活動を一緒に実施した人々、その過程で何らかの影響を与えたコミュニティやその社会に
生きる人々とともにある多様な価値観や文化との出会いを通して）自分を見つめなおす機
会を得たことで、本当に自分がやりたいこと、自分にできること、自分に足りないこと、
今まで自分が目を背けてきたこと、自分のちっぽけさ、そして自分の限りなく広がる可能
性について考える「きっかけ」をつかんで帰ってくる、ということである。さらに言えば、
体験から自分の課題を認識するのみならず、自分が接した「社会」や「人々」を取り巻く
課題と自分とのかかわりや位置関係を明らかにし、どのように「社会」と向き合っていく
べきか、いかに「社会課題」に対して当事者性をもって取り組んでいくかを考える一歩と
しているということである。 
和栗は、早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンターでの教育実践について、『現場
の理解があってこそ、「対人援助・社会貢献」と「自己発見」が両輪を成す、現場の課題解
決に向けた学習活動となり得る』と述べる（和栗 2008：22）。千葉大学における「グロー
バルボランティア」の実践もまた然りである。「授業」として実施されるボランティア活動
においては、「学生に対する教育効果」と「社会に対する貢献」はなかなか等価とはならず、
「教育効果」が「社会貢献」として現れるまでのタイムラグがあると言わざるを得ない。
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しかしながら、初めは「～したい」「～なりたい」という動機から授業を履修する学生たち
であっても、段階を経てグローバルな公共的役割を担う人材となる可能性は非常に高い。
既に千葉大学のあちらこちらで萌芽し、学内外で蕾がほころび始めている。花の咲きどこ
ろが楽しみである。 
 
 
［注］ 
1 ここでは、「ボランティアの自発性を称揚する市民社会論のロジックが、第二次大戦中の政府による国
民の戦意高揚の理屈と瓜二つだ」とする中野（1999 ;2001）の批判や、「共同性が目的を『冷却』して
しまう」とする古市（2010）の批判を取り上げている。 
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